














  更年期のリプロダクティプ・ヘルスに関する調査票設計に際して、 当研究班は 1997 年

2 月、個別の更年期体験について、ケース・スタディとしての聞き取り調査を行なった。

  対象は高齢社会をよくする女性の会など NGOの中心的メンバーであり、全員が何らかの

自立した職業に就いた経験を持ち、現在も経済的に自立している。69 歳から 57 歳まで 9

名のうち 50 代 3 名、  60 代 6 名、全員が既婚(死別を含む)で 1 人以上の子を持ち、学歴

は大卒である。今回のケース・スタディ調査対象が高学歴、有職、という一定の偏りを持

つことは事実であるが、だからこそ更年期と周囲の環境を自覚的総合的にとらえ、かつ言

語として自由に表出する力量を備えている。1975 年国際婦人年から 1994 年カイロで開か

れた世界人口・開発会議、1995 年北京における世界女性会議に約半数が参加し、全員が

ジェンダーに関して、リプロダクティプ・ヘルス/ライツについて関心を持って活動し、

そのさ中に自分自身の更年期に直面している。ゆえに、調査票作成のための基礎的なケー

ス・スタディをこのような階層に絞って実施したことは、適切であったと思われる。

  調査方法はグループ・インタビュー方式をとり、研究者が司会を交代しながら 50 代と

60 代の世代別に行なった。質問項目はあらかじめ定めず「私の更年期」体験として最も

強烈に印象に残る体験、あるいは現在進行中の最大の問題点を 1人ずつ語り、他者の発言

に触発された追加発言を認めることとした。

  内容は以下に記すとおりであるか、  これだけ一種の共通項(高学歴、有職、ジェンダ

ー意識、社会参加など)を持つ調査対象の中で、明確な世代間の認識の差が浮かぴ上がっ

てきた。また、それ以上に、個人差の大きさがクローズ・アップされ、1 人称の更年期体

験を積み上げて対応策をたてることの重要性を再確認した。更年期を通過した経時的変化

が理解しやすいので、以下聞き取った内容は 60 代、50 代の順にほぽ生年順に配列して整

理した。


